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ことしのあがりは？ (10月21日、漆川で） 

I 旧す目 I年 

Hソ
Z
乙
ル
」
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ク
Aり
 J次
ゾ
ー
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ノ
 

（
い
ブ

×
 

ー
 
十
月
十

一
日
 

（
金
）
 
晴
 

八
時
半
。
 

南
小
学
校
の
 

公
開
研
究
発
 

表
会
に
出
席
 

し
P
T
A
の

皆
さ
ん
と
と
も
に
、

市
政
施
行

二
十
周
年
を
記
念
し
た
五
年
生

百
八
十
三
名
に

よ
る
集
団
演

技
 

「伸
び
ゆ
く
五
所
川
原
」

lを
参

観
す
る
。
 

最
初
は
、
三
百
数
十
年
前

の

草
創
の
時
代
の
生
の
よ
ろ
こ
び

と
新
田
開
発
の
苦
難
を
 

つ

ぎ
は
、
頻
繁
に
繰
返
さ
れ

る
大

水
害
と
業
火

と
の
た
た
か

い
を
 

→

取
後
は
、
不
死
鳥
の
如
く

起
ち
上
り
、
た
く
ま
し
く
世
紀

の
花
を
咲
か
せ
る
五
所
川
原
を

表
現
す
る
集
団
発
表
は
、

緑
に

囲
ま
れ
た
校
庭
い
っ
ぱ
い
に
ひ

ろ
げ
ら
れ
、
若
鮎
の
乱
舞
の

よ

う
に
美
し

い
。
 

九
時
。
寝
た
き
り
老
人
敬
老

訪
問
の
最
終

コ
ー
ス
に
入
る
。
 

ど
こ
の
ご
家
庭
で
も
老
人
の
た

め
の

一
部
屋
を
設
け
て
い
て
、
 

多
忙
な
秋
仕
舞
い
の
な
か
に
も

そ
れ
ぞ
れ
介
護
人
が

つ
い
て
い

て
こ
こ
ろ
よ
く
私
た
ち
を
迎
え

て
く
れ
た
。
ほ
ん
と
う
に
有
難

か
っ
た
。
 

寝
た
き
り
老
人
四
十
三
名
の

う
ち
、
脳
卒
中
二
十
二
名
、
高

血
圧
症
三
名
で
全
体
の
五
八

％
 
 

を
占
め
て
い
る
。
し
か
も
最
底

五
十
六
歳
か
ら
八
十
四
歳
と
年

齢
の
幅
も
広
く
、
最
底
年
齢

の

方
は
男
性
で
臥
床
年
数
十
年
と

い
う
こ
と
で
あ
る
が
、
比
較
的
 

年
齢
の
低
い
層
に
男
性
が
多

い

の
に
は
考
え
さ
せ
ら
れ

る
も
の

が
あ
る
。
 

と
く
に
、
臥
床
歴
十
九
年
と

い
う
方
が
四
犬
も
お
ら
直
、
こ

れ
ら
の
介
護
人
の
方
々
の
ご
苦

労
を
心
か
ら
感
謝
し
な
が
ら
、
 

皆
さ
ん
の
健
康
快
復
を
祈
り
、
 

再
会
を
約
し

て
帰
っ
た
。
 

一
時
。
市
褒
章
第
二
回
受
賞

者
市
消
防
団
長
荒
谷
勝
太
郎

氏
の
葬
儀
に
参
列
す
る
。
 

去
る
九
月
十
五
日
敬
老
の
日

に
柔
道
会
主
催
の
喜
寿
の
祝
い

の
席
で
、
三
道
会
館
の
由
来
に

つ
い
て
の
力
づ
よ
い
ご
高
見
に

接
し
た
ば
か
り
な
の
に
ー
一
常

の
風
を
痛
感
 
な

つ
か
し
い

錦
水
の
オ
ヤ
ジ
さ
ん
の
多
彩
な

プ
ロ
フ
イ
ル
を
偲
び
ご
冥
福
を

祈
る
。
 

三
時
。
者
森
へ
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ま
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市
政
は
、

市
民
の
み
な

さ
ん
か

ら
納
め

て
い
た
だ
い

た
税

金
、
国
や
県

の
支
出
金

な
ど

に
よ
っ

て
運
営
さ
れ

て
い
ま

す
。
 

こ
う
し

た
収
入
が
、

市
民
の
た
め
に
ど

の
よ
う
に
使

わ
れ

て
い
る
か

～
ま
た
市

の
借
金
（

市
債
）
は
ど

れ
く
ら
い

あ
る

の
か
、
市
で
は
年

二
回

み
な
さ

ん
に
お
毎

ら
せ
す
る
こ

と
に
な
っ

て
い
ま
す

o
 

今
回
は
、

四
十
八
年

度
の
決
算
状
況

と
四
十
九
年
度

の
四
月
か

ら
九
月
ま
で

の
予
算
執
行

状
況
の
概
要
に

つ

い
て
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

今
後

と
も
、

み
な
さ
ん
の
市

政

に
対
す
る
理
解
と
ご

協
力

を
お
願

い
し
ま
す
。
 

0% 

（毎月 1日 15日発行） 
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就
労
、
災
害
（
事

故
）
、
る

す
家
庭
援
護
、

そ
の
他
一
般
出

稼
ぎ
問
題
に
関
す
る
相
談
に
応

じ
ま
す
。
 

△
と
き
 
十

一
月
七
、
八
の

両
日
、
午
前
九
時
か
ら
午
後
四

時
ま
で
 

△
と
こ
ろ
 
産
経
会
館
五

階

△
講
師
 
五
所
川
原
公
共
職

業
安
定
所
、

．
五
所
川
原
場
働
基

準
監
督
署
、
市
出
稼
対
策
室
、
 

市
農
協
 

な
お
当
日
は
、
健
康
相
談
も

お
こ
な
い
ま
す
の
で
み
な
さ
ん

の
お
い
で
を
お
待
ち
し

て
い
ま

す
。
 

出
稼
相
談
所
を

開
設
し
ま
す
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ご

協
力

ノ
入
奪
～
さ
い
 

医
療
費
が
再
び
値
上
げ
さ
れ
ま
し
た
 

S 45年度 46 	47 	48 49（見込） 

千円 

③医療費の負担内訳 

③被保険者一人当り医療費 

支払額と保険税負担額の推移 
27.076 

9.285 

医療費 

18.977 

保険税 

15.772 

11.998 
10.441 

4 653 5 。0亡警」ど” 

④ 

十
月
一
日
か
ら

こ
と
し
二
度

目
の
医
療
費
の
値
上
げ
が
行
な

わ
れ
ま
し
た
。
今
回
の
値
上
げ

は

一
六
％
で
、
今
春
二
月
の
一

七
・
五
％
と
通
算
し
ま
す
と
三

六

一
三
％
の
値
上
げ
に
な
り
ま

す
。
当
市
の
国
民
健
康
保
険

で

支
払
う
ー
カ
月
の
医
療
費
は
、
 

現
在
約
六
千
五
百
万
円
で
す
か

ら
、
今
回
の
値
上
げ
で
約
一
千

万
円
増
え
る
勘
定
に
な
り
、

来

年
三
月
迄
の
本
年
度
分
を
合
計

し
ま
す
と
、
八
億
四
千
万
円
と

い
う
膨
大
な
金
額
に
な
り
ま
す
。
 

下
の
図
は
、
最
近
五
カ
年
間

の
医
療
費
と
保
険
税
の
推
移

を
グ
ラ
フ
に
し
た
も
の
で
す
。
 

こ
の
グ
ラ
フ
を
見
て
も
お
わ
か

り
の
と
お
り
、
本
年
度
の
医
療

前
年
度
よ
り
約
四
三
％

伸
び
る
み
と
ー
おし
で
 

五
所
川
原
総
合
 

高
等
職
業
訓
練
校
 

⑥
募
集
人
員
 

●

科
 
名
  

●
＋
疋
 員

機
 
械
 
科
 

（機
械
専
攻
）
 

機
 
械

、
科
 

（仕
上
専
攻
）
 

電
子
機
器
科
 
 

す
。
 

こ
れ
は
、
医
療
費
の
値
上
が

り
に
加
え
て
、
老
人
医
療
費
の

無
料
化
に
よ
る
受
診
者
の
増
加

や
、
高
額
療
養
費
支
給
制
度
の

実
施
に
よ
る
も

の
で
、
こ
の
よ

う
に
、
年
間
に
五
割
近
く
も
医

療
費
が
伸
び
る
こ
と
は
、
近
年

ま
れ
な
こ
と
で
す
。

一
方
保
険

税
の
方
は
、
今
春
み
な
さ
ん
の

協
力
に
よ
り
、
約
三
〇
％
の
引

き
上
げ
を
は
か
っ
た
ば
か
り
で

す
が
、
ま
た
国
保
事
業
の
台
所

は
、
ピ
ン
チ
に
見
舞
わ
れ
ま
し

た
。
み
な
さ
ん
の
か
か
る
医
療

費
は
、
下
の
図
の
と
お

り
、
国

が
四
五
％
、
保
険
税
が
二
五
％

患
者
が
三
〇
％
の
割
合
で
負
担

し
て
お
り
ま
す
が
、
こ
の
よ
う

に
、
医
療
費
が
急
激
に
伸
び
ま

す
と
、
お
の
ず
か
ら
み
な
‘
ん
 
 

の
負
担
す
る
保
険
税

へ
は
ね
か

え
る
わ
け
で
す
。
そ
こ
で
、
ど

う
か
次
の
こ
と
に
ご
注
意
し
、
 

医
療
費
の
効
率
的
な
ご
使
用
に

ご
協
力
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
、
 

お
願
い
い
た
し
ま
す
。
 

①
お
医
者
さ
ん
を
信
じ
ま
し

ょ
う
ガ
ど
う
も
あ
の
医
者
の
や
 
 

る
こ
と
は
肺
に
お
ち
な
い
ガ
な

ど
と
疑
っ
て
い
た
ら
、
治
る
病

気
も
な
お
り
ま
せ
ん
。
か
か
っ

て
い
る
お
医
者
さ
ん
を
信
じ
る

こ
と
が
大
切
で
す
。
ま
た
、
老

人
や
乳
児
の
方
で
、
ひ
と
月
に

数
力
所
も
お
医
者
さ
ん
を
転
々

と
し
て
い
る
人
が

い
ま
す
。
お

医
者
代
が
無
料
だ
か
ら
と
い
っ

て
、
次
か
ら
次
へ
と
お
医
者
を

か
え
て
は
病
気
も
よ
く
な
り

ま
せ
ん
し
、
医
療
費
の
ム
ダ
使

い
と
も
な
り
ま
す
。
 

②
早
期
発
見
、
早
期
治
療
を

病
気
は
早
い
う
ち
に

発
見
し
、
 
 

早
く
治
療
す
る

の
が
理
想
的
で

す
。
と
こ
ろ
が
、
体
に
悪
い
と

こ
ろ
が
な
い
と
、
と
か
く
健
康

に
無
関
心
で
す
ご

し
が
ち
で
す
。
 

健
康
診
断
を

う
け
る
機
会
が
あ

っ
た
ら
、
面
倒
が
ら
ず
う
け
る

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
 

③
往
診
や
時
間
外
受
診
は
さ

け
よ
・フ
 

今
回
の
改
訂
で
、
往
診
料
は
四

倍
に
引
き
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。
 

往
診
（
ニ
キ
ロ
ま
で
一
五
〇
〇

円
）
、
休
日
（
一
五
〇
〇
円
加

算
）
、
時
間
外

（
三
〇
〇
円
加
 

算
）
受
診
は
、
お
医
者
さ
ん
に
 

面
倒
を
か
け
る

ば
か
り
で
な
く

多
額
の
医
療
費

を
要
し
ま
す
。
 

な
る
べ
く
、
時

間
内
に
出
向
い

て
受
診
す
る
よ

う
、
心
が
け
ま

し
ょ
・
っ
。
 

保
母
さ
ん
試
験
 

△
試
験
期
日
 

と
き
 
明
年

一
月
八
日

（水
 

）
ー
一
月
十
日
（
金
）
ま
で

と
こ
ろ
 
青
森
「
明
の
星
」
 

高
校
 

△
申
請
書
受
付
 

十

一
月
十
八
日
（
月
）
ー
十

二
月
七
日
（
土
）
ま
で
 

試
験
に

つ
い
て
照
会
し
、
ま

た
は
実
施
要
綱
、

受
騒
申
請

用
 
 

紙
な
ど
を
希
望
す
る
方
は
、
一
一

十
五
円
切
手
を
は
っ
た
あ
て
先

明
記
の
返
信
用
封
筒
を
そ
え
て

左
記
に
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。
 

青
森
市
長
島

一
丁
目

（
郵便

番
号
〇
三
〇
）
 
青
森
県
民
生

労
働
部
「
保
育
班
」
 

保
母
さ
ん
と
し

て

働
き
た
い
方
 

児
童
福
祉
施
設
（
保
育

所
）
 

な
ど
の
保
母
さ
ん
と
し
て
働
く

ご
意
志
の
あ
る
方
は
、
市
福
祉

事
務
所

へ
登
録
し
て
く
だ
さ
い
。
 

各
施
設
か
ら
申
し
込
み
が
あ

っ
た
と
き
あ
っ

せ
ん
し
ま
す
。
 

△
勤
務
先
 
保
育
所

な
ど
の

児
童
福
祉
施
設
 

／
△資
格
 
①
保
母
の
資
格
を

有
す
る
方
、
学
校
に
在
学
中
で

資
格
修
得
予
定
の
方
②
保
母
の

資
格
は
な
い
が
、
将
来
資
格
を

得
よ
う
と
し
て
い
る
方
 

△
職
種
 
正
規

の
常
勤
保
母

非
常
勤
保
母
、
産
休
代
替
の
保

母
、
年
休
代
替

の
保
母
 

△
申
込
み
場
所
 
市
福
祉
事

務
所
 

△
申
込
み
書
類
 
申

込
書
、
 

履
歴
書
各

一
部
 

市政ダイヤル 
そのョの 

行事や予定は 

勇0; ⑤ 4321 

国
民
健
康
保
険
か

ら
お
願

い
 

昭和50年度訓練生募集誉讐 

溶板配

計 接金管

科科科 

出
 

＠訓

＠受 

⑥訓 練 期 間 各科共 2 カ年 

＠受 験 資 格 中卒以上の学力を 

有する者 

＠提 出 書 類 （当校規定のもの

用紙は本校及び出

身校にあります） 

1. 入校願書 

2 ．身 L 書 

、 0 ．写真 2 枚 

4 ．身体検査書 

，願書の受付期間 ll' 1日（金）~ 

11月な0日（土）30 
日消印有効‘郵送可 

＠選 考 日12月12日（朱） 

⑥選 考 方 法 筆記試験（国語・ 

数学・理科） 

午前九時から当校

で、面接試験・午

前11時から当校で

実方包する。 

＠合 格 発 表 昭和49年12月19日 

（木）本人、出身

校に通知するとと

もに新聞紙 Lに発

表する。 

＠人 校 日 昭和50年 4 月上旬

⑥寄 宿 舎 収容能力（60名） 

寮費（ 1カ月） 

11. 000円 

冬期暖房費時価 

＠入校中の経費 概算（ 2 カ年分） 

校
宿
 

＠
⑥
 

人

寄
 

、 	 63.000円 
ど入校中の経費 

~ 



広田団地の宅地債券積立者募集 

住宅金融公庫では、次の要領により宅地債券積立者を募集します。 

この積立者ぱ、青森県住宅供給公社が公庫の融資を受けて宅地造成 

している広田団地の宅地を優先的に譲り受けできます。 

宅地を購入しやすくするために、積立者には、債券を 6 回に分けて 

割り当て宅地譲渡代金の半額程度を積立てていただくことになります 

また、積立者が住宅を建設する際には、公庫より特別に個人住宅建 

設資金（土地・建物とも）の融資を受けられます。 

I.申込資格 

（イ） 日本国籍を有する個人で、住宅に困窮しており自ら居住する住 

宅の建設のために宅地を必要とし、土地売買契約締結日より 2 カ 

年以内に住宅の建設が完了できる方 

（ロ）‘青森県内に現に 3 カ月以上居住または勤務先を有する方 

（ハh 同居する予定の世帯員がいる方 

2 ．募集する積立者の数 100人（申込者多数の場合は抽せん） 

3, 申込受付期間 昭和49年11月 1日から同年11月 9 日まで 

（毎日午前 9 時から午後 4 時まで。ただし土曜日の午後と日曜、祭日 

は受付け‘ません。、 

	

山、」，,，、Jョニ．争，己了 	 、 

	

4 ．中込に必要な書類 	 ’ 

（イ） 住宅金融公庫宅地債券積立中込書 

（ロ） 抽せん番号通叙者（切手を貼付してください） 

（ハ）、抽せん（選考）の結果に関する通知書（往復はがき） （切手を 

貼付してください） 

（ニ） 住民票 

5 ．中込受付場所 窓口サービス課 

6. 団地の所在地 五所川原市大字広田（広田団地） 

7. 債券積立者が購入する宅地の状況 

（イ） 対象となる宅地の区画数 120区画 

（ロ） 1区l動当りの平均面積 295平方メートル 

（ハ） 平均譲渡予定額 

357万円（おおむね半額は債券によつて積立てる） 

（ニ） 譲渡予定期間 昭和52年 7 月から昭和52年11月 

8 ．債券積立の方法 

第 1回は、昭和49年12月 5 日より、同10日まで

第 2 回は、昭和50年 3 月 5 日より、同10日まで

第 3 回は、昭和50年 7 月 5 日より、同10日まで’ 

第 4 回は、昭和51年1月 5 日より、同10日まで

第 5 回は、昭和51年 7 月 5 日より、同10日まで・

第 6 回は、昭和52年1月 5 日より、同10日まで’ 

の6回積立で、l回当りの払込額は第 1回から第 4 回までが、297, 
730円、第 5 回と第 6 回は324, 194円、積立総額（払込額）は、1 , 83 
9,308円となり、宅地譲渡代金に充当されます。 

9. お問い合せ場所、中込用紙領布場所 

青森県住宅供給公社 

青森市新町 2 丁目4 番36号 電話 (0177) (23)1625（代） 

青森県住宅供給公社 五所川原支所（窓口サービス課） 

五所川原市大字岩木町 電話（01733)  、  5)2111（代） 

青森銀行 本店（住宅公庫課） 

青森市橋本 1丁目 9 番30号 電話（0177) 77)1111（代） 

青森銀行 五所川原支店 

五所川原市字本町41 電話 (01733) 、 4)2161（代） 
住宅金融公庫 仙台支所 

仙台市片平 l 11-13 番18号 電話（0222) 27)9311（代） 

最
近
、
刃
物
を
使
用
し
た
ハ

イ
ジ
ャ

ッ
ク
事
件
、
猟
銃
に
よ

る
警
察
官
殺
害
、
主
婦
人
質
事
 

件
、
密
輪
け
ん
 

銃
に
よ
る
会
社
 

重
役
射
殺
未
遂
 

事
件
、
火
薬
類
を
使
用
し
た
各

種
爆
破
事
件
、
凶
器
を
使
用
し

た
少
年
の
集
団
抗
争
事
件
な
ど

が
相
次
い
で
発
生
し

て
お
り
ま

す
。
 

水
道
給
水
工
事
に

つ
い
て
は

市
水
道
事
業
給
水
条
例
に
よ

り

市
長
の
許
可
を
得
て
、
市
指
定

水
道
工
事
業
者
が
工
事
を
施
行

で
き
る
こ
と
に
な
っ

て
お
り
ま

す
。
水
道
課
と
指
定
業
者
以
外
 

こ
れ
ら

一
連
の
凶
器
使
用
犯

罪
の
背
景
に
は
、
凶
器
と
し
て

使
用
さ
れ
る
お
そ
れ
の
あ
る
刃
 

物
な
ど
が
不
必
要
に
所
持
さ
れ
、
 

ま
た
は
携
帯
さ
れ
る
と
い
う
風

潮
が
あ
る
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
・

ま
す
。
 

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
警
察
 

事
は
絶
対
許
さ

れ
ま
せ
ん
。
ま
た
、
使
用
す
る

材
料
に

つ
い
て
も
検
査
を
受
け

た
も
の
で
な

い
と
使
用
で
き
ま

せ
ん
。
と
こ
ろ
が
、
最
近
水
道

給
水
装
置
に
直
結
し
た
瞬
間
湯

沸
器
、
電
気
温
水
器
、
貯
湯
式
 
 

一
日
付

家
本
部

川
犯
罪

防
止
の
徹
底
に

つ
い
て
」
総
力

を
あ
げ
推
進
す
 

る
よ
う
指
示
さ
れ
て
お
り
ま
す

の

で
、
こ
の
取
締
り
の
実
効
を
期

す

る
た
め
地
域
住
民
の
理
解
と
ご
協
 

力
を
お
願
い
し
ま
す
。
 

、
 

（
五
所
川
原
警
察
署
）
 
、
 

温
水
ボ
イ
ラ
ー
な
ど
の
工
事
が

指
定
業
者
以
外

の
者
に
よ
っ
て

無
許
可
で
施
行
し
て
い
る
も
の

が
見
う
け
ら
れ
ま
す
。
違
反
工

事
は
事
故
の
原
因
と
も
な
り
処

分
さ
れ
ま
す
の
で
、
家
庭
の
方

が
非
常
な
不
利
益
を
こ
う
む
る

場
合
も
出
て
き
ま
す
。
 

、
 

指
定
業
者
に
は
、
所
定
の
資

格
を
も
っ
た
責
任
者
が
お
り
、
 

工
事
の
手
続
き
ゃ
施
工
の
責

任

を
持

つ
こ
と
に
な
っ
て
お
り
ま

す
。
 

以
上
の
と
お
り
で
あ
り
ま
す

か
ら
い
か
な
る
給
水
工
事

に
つ

い
て
も
必
ず
水
道
課
ま
た
は
、
 

指
定
業
者
に
ご
相
談
く
だ

さ
る

よ
う
＋
分
ご
注
意
願
い
ま
す
。
 

ー
市
水
道
課

ー
 

母
子
、
寡
婦
福
祉

資
金

の
貸
付
 

母
子
、
寡
婦
家
庭
で
、
来
春

四
月
、
高
校
、
大
学
、
各
種
学

校
に
進
学
を
予
定
し
て
い
る
学

生
が
あ
り
、
経
済
的
に
本
資
金

を
必
要
と
し

て
い
る
家
庭
に
対

し
て
予
約
貸
付
を
行
な
い
ま
す
』
 
 

資
金
種
別
は
次
の
と
お
り
で
す
。
 

修
学
資
金
 

高
校
、
月
額
三
、
〇
〇
〇
円
 

（
特
別
な
場
合
、
四
、
〇
〇
〇

円
）
 

大
学
、
月
額
八
、
〇
〇
〇
円
 

（
特
別
な
場
合
、

一
一
、
〇
〇

〇
円
 修

業
資
金
 

月
額
六
、
〇
〇
〇
円
 

（
技
能
を
修
得
す
る
期
問
中

の
 

三
年
以
内
）
 

申
請
受
付
期
間
 

＋

一
月
一
日
か
ら
、
十

一
月
 

二
十
日
ま
で
。
 

く
わ
し
く
は
、
 
 
市
福
祉
事
務
 

所
母
子
係
ま
で
。
 

自
衛
官
募
集
中
 

高

校

生

の
み
な

さ
ん

へ
 

働
き
な
が
ら
大
学
へ
 

A
多
く
の
先
輩
が
大
学
の
夜

間
部

へ
の
通
学
や
通
信
教
育
を

受
け
て
い
ま
す
。
 

△
進
学
を
容
易
に
す
る
た
め

通
学
希
望
者
に
は
勤
務
地
、
職

務
に

つ
い
て
考
慮
し
通
信
教
育

受
講
者
に
は
、
ス
ク
ー
リ
ン
グ

の
た
め
に
六
＋
日
の
休
暇
が
許

可
さ
れ
る
と
と
も
に
大
学
の
最

寄
り
部
隊
で
の
宿
泊
な
ど
の
便

宣
が
与
え
ら
れ
ま
す
。

、
 

△
大
学
卒
業
後
「

一
般
幹
部

候
補
生
」
の
試
験
を
受
け
幹
部

に
な
る
人
も
多
く
い
ま
す
。
 

身
分
保
障
は
 

△
特
別
国
家
公
務
員
で
す
。
 

△
十
五
年
で
終
身
年
金

（
昔

の
恩
給
）
が
受
け
ら
れ
ま
す
o
 

受
験
資
格
な
ど
 

△
受
験
資
格
は
、
昭
相
五
十

年
三
月
卒
業
見
込
み
で
日
本
国

籍
を
有
す
る
者
、
 

△
試
験
場
所
と
期
間
 

志
願
票
の
受
付
け
時
に
お
知

ら
せ
し
ま
す
。
 

△
採
用
期
間
 

明
年
三
月
下
旬
ー
四
月
上
旬
に

近
く
の
教
育
隊
に
入
隊
し
ま
す
o
 

細
部
に
つ
い
て
知
り
た
い
方

は
左
記

へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
o
 

△
市
窓
口
サ
ー
ビ
ス
課
 

（電
話
⑤
ー
二

一
一
一
番
）
 

△
五
所
川
原
市
末
広
町
二
四
 

ー
九
 

自
衛
隊
青
森
地
方
 

連
絡
部
 
五
所
川
原
事
務
所
 

（電
話
⑤
ー
二
三
〇
五
番
）
 

給
水
工
事

は
指
定
業
者

で
 
の
者
の
給
水
工
 

. '  ' ' ' 

ー二,，・：・：'; 

蕪i寿 

難 

鷲 



あすなろ国体 
シンボルマーク募集 

△応募資格（1）県在住者と県外の青森県出身者

であればだれでも応募できます。 

(2昨品は自作・未発表のものに限

ります。 

△作図上の 図案の中に必らず 「国体マーク」 をとり入れるとともに 

条 件 色はテーマカラー（メインカラー繰、サブカラー費、赤

青）を用い、独創的なデザィンであること。なお、色に

ついては、繰は必ず用い、他の三色を使用してもよいし

一色を使用してもよく適宜使用して差支えなく、濃度は，一

自由とします。 

△応募方法（1）用紙は白ケント紙 B5版（ 182)< 257）を用い、 1枚 1 
点とし、応募枚数は制限しません。 

(2）図案の裏には図案の説明と住所・氏名・年齢・職業・

勤務先（在学中の方は学校名・学年）を明記すること。 

(3〕応募の際はできるだけ作図法（B 5版用紙）を添付し

てください。 

(4作品は折り曲げないよう送付してください。 

△応募締切 11月20日（当日消印のあるものは有効）’ 

△ほ う 賞入選 1点 100,000円 佳作 3点各30,000円

△送‘J 先〒030 青森市長島1丁目1~1 青森県庁内 

第32回国民体育大会青森県実行委員会事務局あて 

TELO177(22(l11l 内織546 
△入選発表 12月25日までに本人に通知するほか、県の広報誌等で発

表します。 
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い
。
 納

付
組
織
に
入
っ
て
納
め
た

い
が
、
ど
こ
に
そ
う
い
う
組
織

が
あ
る
の
か
わ
か
ら
な
い
方
は

市
の
年
金
係
に
ご
相
談
く
だ
さ
 

て
く
だ
さ
い
。
納

付
組
織
に
お
か
れ

て
も
、
組
織
の
地

域
内
に
国
民
年
金

の
加
入
者
で
ま
だ

組
織
に
加
入
し
て

い
な
い
か
た
が
お

り
ま
し
た
ら
、
ぜ

ひ
加
入
を
す
す
め

て
く
だ
さ
い
。
 

こくみん 

ど
で
集
金
し
て
納
め
て
く
れ
る

保
険
料
納
付
組
織
と
い
う
の
が

あ
り
ま
す
の
で
、

こ
の
よ
う
な

組
織
に
加
入
し
て
納
め
る
切
が

一
番
便
利
で
す
。
 

ま
だ
、
こ
の
よ
う
な
納
付
組

織
に
加
入
し
て
い
な
い
方
は
、
 

そ
の
組
織
の
代
表
者
に
申
し
出
 

保 険 料 の 

前納制度を利用しましよう 

ね
 
んきん 

「国
民
年
金
 

」
 
の
保
険料
は

毎
月
ま
た
は
三

カ
月
ご
と
に
納

め
て
い
た
だ
い

て
お
り
ま
す
が

加
入
し
て
い
る

人
の
職
業
が
ま

ち
ま
ち
で
あ
る

た
め
、
収
入
の

時
期
も
そ
れ
ぞ

れ
異
な
り
、
決
 

め
ら
れ
た
納
付
月
に
つ
ご
う
が

悪
く
て
納
め
る
こ
と
が
で
き
な

い
方
も
あ
り
ま
す
。
 

保
険
料
を
指
定
し
た
納
期
限

ま
で
に
納
め
て
お
か
な
い
と
、
 

不
幸
に
し
て
事
故
に
あ
い
障
害

者
と
な
っ
た
り
、
母
子
家
庭
と

な
っ
た
場
合
に
障
害
年
金
や
母
 

定額保険料 暫 
11 12 叫

用
  

I 年前納

保険料 前

納

額
 

一
一「
叩
ズ
（出
］
 
 

一
一
「
六八
（
冒】
 
 

「
「
八
パ
（冒
」
 
 

全 期 間

前納保険料 

(50年12月ま
での全期間） 

一四
垂

ハ
（冨
］
 
 

三
「
七

（
冨
『
 

 

「
「
八
八
（冒
『
 
 

※定額保険料は月900円、50年 
1月から1,100円になります。 

‘
子
年
金
な
ど
が
う
け
ら
れ
な
い

こ
と
も
あ
り
ま
す
。
 

こ
の
よ
う
な
こ
と
が
な
い
よ

う
に
、
農
業
を
し

て
お
ら
れ
る

方
な
ど
で
収
入
の
時
期
が

一
定

し
て
い
る
場
合
に
は
、
 一
年
分

ま
た
は
、
昭
和
五
十
年
十
二
月

ま
で
の
全
期
間
を

ま
と
め
て
納

め
る
前
納
制
度
を
利
用
し
ま
し

よ
う
。
十
一
月
か
ら
明
年
十
二
月

ま
で
の
全
期
間
を
前
納
す
る
と

す
れ
ば
別
表
の
よ
う
に
な
り
ま

す
。
な
お
、
明
年
十
二
月
ま
で
に

資
格
を
喪
失
す
る

（
六〇
歳
に

な
っ
た
方
）
加
入
者
も
、
そ
れ

ぞ
れ
生
年
月
日
に
応
じ
て
前
納

額
が
決
め
ら
れ

て
お
り
ま
す
の

で
、
く
わ
し
く
は
市
健
康
年
金

課
国
民
年
金
係
に
お
問
い
あ
わ

せ
く
だ
さ
い
。
 

所
得
税
の
納
期
は
 

十
一
月
三
十
日
ま
で
 

今
月
は
、
所
得
税
第
二
期
分
‘
 

の
納
税
の
月
で
す
。
景
気
の
変

動
や
廃
業
、
休
業
、
転
業
、
失

業
あ
る
い
は
多
額
の
医
療
費
の

出
費
、
天
災
や
人
災
等
で
前
年

よ
り
所
得
が
減
る
と
見
込
ま
れ

た
り
、
新
た
に
障
害
者
、
老
年
 

者
、
寡
婦
、
勤
労
学
生
と
な
っ

た
ほ
か
、
結
婚
、
出
生
等
で
控

除
額
が
増
え
た
場
合
に
は
、
予

定
納
税
額
の
減
額
承
認
の
申
請

を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ

の
申
請
は
、
十

一
月
十
五
日
ま

で
に
税
務
署
へ
提
出
す
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。
 

な
お
、
納
税
に
は
振
替
納
税

制
度
を
ご
利
用
下
さ
い
。
 

「国
民
年
金

」
に
加
入
し
て

い
る
み
な
さ
ん
は
、
ど
ん
な
方

法
で
か
け
金
を
納
め
て
い
ま
す

か
。
 

銀
行

へ
払
い
込
ん
で
い
る
方

市
の
窓
口
で
納
め
て
い
る
方
、
 

納
税
組
合
や
婦
人
会
な
ど
の
納

付
組
織
に
入
っ
て
納
め
て
い
る

方
な
ど
、

い
ろ
い
ろ
あ
る
と
思

い
ま
す
が
、

つ
い
忙
し
く
て
納
 

，
め
忘
れ
た
り
す
る
こ
と
は
あ
り

ま
せ
ん
か
。
 

納
め
忘
れ
て
い
ま
す
と
、
交

通
事
故
な
ど
で
大
き
な
ケ
ガ
を

し
た
り
、
亡
く
な
ら
れ
た
り
し
 

、
た
場
合
、
せ
・
っか
く
の
年
金
が

う
け
ら
れ
な
い
こ
と
も
あ
り
ま

す
。
 

こ
ん
な
こ
と
の
な
い
よ
う
に

国
民
年
金
の
か
け
金
を

い
つ
も

き
ち
ん
と
納
め
て
お
く
た
め
、
 

み
な
さ
ん
の
住
ん
で

い
る
地
域

に
あ
る
納
税
組
合
や
婦
人
会
な
 

「
納
付
購

Fま
し
ょ
フ
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⑥
 , 斗縞《郵便局ガよ・り一’ 

ミ“男ミ’殊に二認k,77 ' 	’→“ 	" ' ' 

米寿の祝いに記念品贈る 

郵政省では、簡易保険に加入してい

る満88歳の米寿者にこのほど郵政大臣

からの記念品を贈りました。 

市内で記念品を送られた方々は次の 

I とおりですが、塚田五所川原郵便局長

が各家庭を訪間し、伝達しました。 

川村ア子（新宮町）平山あね（布屋

町）上田Iしげ（本町）大村キン（甲平

井町）成田蔵五郎（幾代森）佐々木キ

ワ（幾代森）栗島ヤィ（川端町）平山

源次郎（湊）平山き重（湊）三橋作助 

（松島町）今さく （金山）高橋こと（ 

同）佐々木ソン（石岡）中谷金九郎（ 

飯詰）中道顕成（同）大久保スナ（影

日沢）長峰ェョ（飯詰）三浦まつ（同） 

渋谷弥作 「高瀬）木村リサ（同）細］ 

r一 

加藤さ加に感謝状 

郵政省では、さる 6, 7月に簡易保

険契約高2OJヒ円記念の募集月間運動を 

「 おこないましたが、この運動に協カの

あつた次の団体代表者が東北郵政局保

険部長から感謝状と記念品が贈られま

した。 

簡保新興会代表者 中村源八郎（松

島町7丁目）、松島会代表者 藤田妙

子‘（松島町 2丁目）、簡保友の会代表

者 加藤芳子（飯詰） 

保険料のお得なかけ方 

毎月お払い込みになつておられる保

険料を、ボーナス、農作物の売り上げ

代金などの収入の多く入った家計に余

裕のある時期に三カ月分以上前納され

ますとお得ですのでおすすめします。 

たとえば、保険料一万円の場合、三

カ月分前納されますと保険料三万円の 

一 	三分三厘の千円。 六カ月分では、保険 

r 	料六万円の八分三厘の五千円。ーカ年

分では十二万二千円の八分三厘の一万

円が割引きされます。 

（五所川原郵便局） 

長尾さんに最優秀賞 

五所川原郵便局の簡易保険加入者素

人演芸大会はこのほど市民文化会館で

おこなわれ次の入賞者が決まりました。 

最優秀賞 

〈手踊〉 「津軽よされ節」 長尾印正ほ

か五人（藻川）、 「津軽小原節」 野村

かな子ほか四人（鶴ケ岡） 〈舞踊〉 「 

流転」 川瀬チョエ（川山）、 〈歌謡〉 

「女の道」 葛西周三（上平井町）、 〈 

民謡〉「相撲甚旬」 秋田谷長一（鎌谷町） 

特別賞 

〈舞踊〉高橋正治（渡辺時計）、金沢

文江（湊団地） 

熱演賞 

〈踊〉丸山タマ（下平井町） 

努力賞 

〈歌謡〉成田賢逸（鶴ケ岡） 
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